
資料４-１

量の見込みについて量の見込みについて量の見込みについて量の見込みについて

１．量の見込みを算出する事業について１．量の見込みを算出する事業について１．量の見込みを算出する事業について１．量の見込みを算出する事業について

量の見込みを算出する事業は、以下の①～⑮となります。

※「利用者支援事業」「妊婦健診」「乳児家庭全戸訪問事業」 「養育支援訪問事業」は、需要調査によらずに、量の見込みを算出する。

教育・保育教育・保育教育・保育教育・保育

① １号認定 ３歳～５歳 （幼稚園・認定こども園）

②

・２号認定 ３歳～５歳 （幼児期の学校教育の利用希望が強いと想定されるもの）

・２号認定 ３歳～５歳 （認定こども園・保育所）

③ ３号認定 ０歳～２歳 （保育所・認定こども園・地域型保育）

地域子ども・子育て支援事業地域子ども・子育て支援事業地域子ども・子育て支援事業地域子ども・子育て支援事業

⑤ 時間外保育事業

⑥

・一時預かり事業（幼稚園における在園児を対象とした一時預かり）

・一時預かり事業（不定期の保育事業や一時預かり等）

⑦ 病児・病後児保育事業、ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ事業（病児・病後児利用）

⑧ 地域子育て支援拠点事業

⑨ 子育て短期支援事業（ショートステイ）

⑩ 放課後児童健全育成事業

⑪ ファミリー・サポート・センター事業（就学児）

⑫ 利用者支援事業

⑬ 妊婦健診

⑭ 乳児家庭全戸訪問事業

⑮ 養育支援訪問事業



２．量の見込みと提供体制の確保について２．量の見込みと提供体制の確保について２．量の見込みと提供体制の確保について２．量の見込みと提供体制の確保について

＜例＞○○区域 ＜例＞○○区域

【子ども・子育て支援法 第６１条】

市町村子ども・子育て支援事業計画において定める事項（量の見込み関係）

①教育・保育提供区域ごとの教育・保育の量の見込み量の見込み量の見込み量の見込み並びに実施しようとする教育・保育の提供体制の確保の内容提供体制の確保の内容提供体制の確保の内容提供体制の確保の内容及び

その実施時期実施時期実施時期実施時期

②地域子ども・子育て支援事業の量の見込み量の見込み量の見込み量の見込み並びに実施しようとする地域子ども・子育て支援事業の提供体制の確保の提供体制の確保の提供体制の確保の提供体制の確保の

内容内容内容内容及びその実施時期実施時期実施時期実施時期

【基本指針（案）】※平成25年度第2回藤沢市子ども・子育て会議資料1-1参照

市町村は、市町村子ども・子育て支援事業計画の作成に当たり、教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の現在の

利用状況を把握するとともに、保護者に対する調査等を行い、これらを踏まえて教育・保育及び地域子ども・子育て支

援事業の量の見込み量の見込み量の見込み量の見込みを推計し、具体的な目標設定を行うこと。

量の見込みの基本的な考え方

需要調査の結果から、事業ごとの量の見込みを算出し、供給が不足する場合は提供体制を確保する。

　　　需要　　　　＞　　　　供給

不足数

提供体制の確保

　　　需要　　　　＝　　　　供給

提供体制の維持
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量の見込みの算出に使用する人口推計について量の見込みの算出に使用する人口推計について量の見込みの算出に使用する人口推計について量の見込みの算出に使用する人口推計について    

 

 量の見込みの算出に使用する人口推計について、平成２６年度第１回会議で藤沢市将来

人口推計をお示しいたしました。藤沢市将来人口推計は、平成２２年国勢調査実績を基準

とし、大規模開発など様々な要因を加味し、平成２３年度以降の人口推計を算出していま

す。０歳から１４歳までの平成２６年度の藤沢市将来人口推計と平成２６年４月１日の住

民基本台帳人口の実績を比較すると、以下の表のとおり乖離があります。 

 

 

 

 

 今回、量の見込みを算出するにあたっては、直近までの人口実績や出生数を使用するこ

とにより、より実態に近い人口が推計されるため、上記の藤沢市将来人口推計ではなく、

住民基本台帳の実績から人口を推計する方法を使用いたします。 

住民基本台帳から推計した人口および藤沢市将来人口推計との比較は、以下のとおりで

す。 

＜藤沢市将来人口推計＞

＜Ｈ26.4.1実績（住基人口）＞ 　　Ｈ22年国勢調査を基準に推計を算出

Ｈ26年

０歳 3,576 ０歳 3,292

１歳 3,719 １歳 3,414

２歳 3,827 ２歳 3,516

３歳 3,848 ３歳 3,616

４歳 3,957 ４歳 3,638

５歳 3,969 ５歳 3,623

６歳 3,976 ６歳 3,701

７歳 3,891 ７歳 3,814

８歳 3,846 ８歳 3,688

９歳 4,056 ９歳 3,726

１０歳 4,095 １０歳 3,892

１１歳 3,974 １１歳 3,902

１２歳 3,956 １２歳 3,861

１３歳 4,053 １３歳 3,828

１４歳 3,989 １４歳 3,906

合計 58,732 合計 55,417

0歳～4歳 18,927 0歳～4歳 17,476

5歳～9歳 19,738 5歳～9歳 18,552

10歳～14歳 20,067 10歳～14歳 19,389

未就学児 未就学児

（0歳～5歳） （0歳～5歳）

＜住基人口との差（藤沢市将来人口推計-住基人口）＞

Ｈ26年

0歳～4歳 -1,451

5歳～9歳 -1,186

10歳～14歳 -678

未就学児

（0歳～5歳）

22,896 21,099

-1,797
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＜住民基本台帳から推計＞

Ｈ26年（実績）
Ｈ27年 Ｈ28年 Ｈ29年 Ｈ30年 Ｈ31年

0歳 3,576 3,419 3,316 3,220 3,131 3,047

1歳 3,719 3,670 3,508 3,402 3,303 3,211

2歳 3,827 3,722 3,673 3,510 3,404 3,305

3歳 3,848 3,827 3,722 3,673 3,509 3,403

4歳 3,957 3,880 3,859 3,753 3,703 3,538

5歳 3,969 3,953 3,876 3,855 3,749 3,699

6歳 3,976 3,985 3,969 3,892 3,871 3,764

7歳 3,891 3,975 3,984 3,968 3,891 3,870

8歳 3,846 3,882 3,966 3,975 3,959 3,883

9歳 4,056 3,880 3,916 4,001 4,010 3,994

10歳 4,095 4,090 3,913 3,949 4,035 4,044

11歳 3,974 4,126 4,121 3,943 3,979 4,066

12歳 3,956 3,966 4,118 4,113 3,935 3,971

13歳 4,053 3,987 3,997 4,151 4,146 3,967

14歳 3,989 4,050 3,984 3,994 4,148 4,143

合計 58,732 58,412 57,922 57,399 56,773 55,905

0歳～4歳 18,927 18,518 18,078 17,558 17,050 16,504

前年比 － 97.8% 97.6% 97.1% 97.1% 96.8%

5歳～9歳 19,738 19,675 19,711 19,691 19,480 19,210

前年比 － 99.7% 100.2% 99.9% 98.9% 98.6%

10歳～14歳 20,067 20,219 20,133 20,150 20,243 20,191

前年比 － 100.8% 99.6% 100.1% 100.5% 99.7%

未就学児

（0歳～5歳）

前年比 － 98.1% 97.7% 97.5% 97.1% 97.1%

20,20322,896 22,471 21,954 21,413 20,799

＜藤沢市将来人口推計＞

Ｈ26年 Ｈ27年 Ｈ28年 Ｈ29年 Ｈ30年 Ｈ31年

０歳 3,292 3,218 3,061 3,021 2,974 2,932

１歳 3,414 3,311 3,237 3,095 3,056 3,004

２歳 3,516 3,416 3,312 3,251 3,108 3,066

３歳 3,616 3,519 3,420 3,324 3,262 3,117

４歳 3,638 3,599 3,504 3,411 3,316 3,252

５歳 3,623 3,665 3,625 3,534 3,441 3,343

６歳 3,701 3,624 3,667 3,633 3,542 3,447

７歳 3,814 3,726 3,648 3,696 3,661 3,567

８歳 3,688 3,816 3,727 3,654 3,701 3,665

９歳 3,726 3,689 3,815 3,729 3,657 3,702

１０歳 3,892 3,741 3,703 3,834 3,747 3,673

１１歳 3,902 3,899 3,747 3,713 3,844 3,756

１２歳 3,861 3,899 3,896 3,748 3,714 3,843

１３歳 3,828 3,864 3,902 3,900 3,753 3,719

１４歳 3,906 3,844 3,881 3,921 3,920 3,770

合計 55,417 54,830 54,145 53,464 52,696 51,856

0歳～4歳 17,476 17,063 16,534 16,102 15,716 15,371

前年比 － 97.6% 96.9% 97.4% 97.6% 97.8%

5歳～9歳 18,552 18,520 18,482 18,246 18,002 17,724

前年比 － 99.8% 99.8% 98.7% 98.7% 98.5%

10歳～14歳 19,389 19,247 19,129 19,116 18,978 18,761

前年比 － 99.3% 99.4% 99.9% 99.3% 98.9%

未就学児

（0歳～5歳）

前年比 － 98.2% 97.3% 97.4% 97.6% 97.7%

18,71421,099 20,728 20,159 19,636 19,157
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＜住基人口推計と藤沢市将来人口推計との比較（住基人口推計－藤沢市将来人口推計）＞

Ｈ27年 Ｈ28年 Ｈ29年 Ｈ30年 Ｈ31年

0歳～4歳 1,455 1,544 1,456 1,334 1,133

5歳～9歳 1,155 1,229 1,445 1,478 1,486

10歳～14歳 972 1,004 1,034 1,265 1,430

未就学児

（0歳～5歳）

1,743 1,795 1,777 1,642 1,489



資料４－３

■国の手引きに基づく「量の見込み」算出方法

　①人口推計

　②家庭類型

タイプＡ ひとり親家庭

タイプＢ フルタイム×フルタイム

タイプＣ フルタイム×パートタイム（月120時間＋月下限時間～120時間の一部）

タイプＣ’

タイプＤ 専業主婦（夫）

タイプＥ

タイプＥ’

タイプＦ 無業×無業

※量の見込みを算出するためには、潜在的家庭類型を使用する。

教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の量の見込み教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の量の見込み教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の量の見込み教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の量の見込み

フルタイム×パートタイム（月下限時間未満＋月下限時間～120時間の一部）

パートタイム×パートタイム（双方が月120時間以上＋月下限時間～120時間の一部）

パートタイム×パートタイム（いずれかが月下限時間未満＋月下限時間～120時間の一部）

＜藤沢市将来人口推計＞

基準人口 推計人口

平成22年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年

0歳 3,630 3,218 3,061 3,021 2,974 2,932

1歳 3,605 3,311 3,237 3,095 3,056 3,004

2歳 3,686 3,416 3,312 3,251 3,108 3,066

3歳 3,776 3,519 3,420 3,324 3,262 3,117

4歳 3,635 3,599 3,504 3,411 3,316 3,252

5歳 3,697 3,665 3,625 3,534 3,441 3,343

6歳 3,851 3,624 3,667 3,633 3,542 3,447

7歳 3,879 3,726 3,648 3,696 3,661 3,567

8歳 3,843 3,816 3,727 3,654 3,701 3,665

9歳 3,807 3,689 3,815 3,729 3,657 3,702

10歳 3,884 3,741 3,703 3,834 3,747 3,673

11歳 3,832 3,899 3,747 3,713 3,844 3,756

12歳 3,881 3,899 3,896 3,748 3,714 3,843

13歳 3,858 3,864 3,902 3,900 3,753 3,719

14歳 3,769 3,844 3,881 3,921 3,920 3,770

合計 56,633 54,830 54,145 53,464 52,696 51,856

前年比 － － 98.8% 98.7% 98.6% 98.4%

０歳～４歳 18,332 17,063 16,534 16,102 15,716 15,371

５歳～９歳 19,077 18,520 18,482 18,246 18,002 17,724

10歳～14歳 19,224 19,247 19,129 19,116 18,978 18,761

＜住民基本台帳から人口推計＞

平成26年（実績） 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年

0歳 3,576 3,419 3,316 3,220 3,131 3,047

1歳 3,719 3,670 3,508 3,402 3,303 3,211

2歳 3,827 3,722 3,673 3,510 3,404 3,305

3歳 3,848 3,827 3,722 3,673 3,509 3,403

4歳 3,957 3,880 3,859 3,753 3,703 3,538

5歳 3,969 3,953 3,876 3,855 3,749 3,699

6歳 3,976 3,985 3,969 3,892 3,871 3,764

7歳 3,891 3,975 3,984 3,968 3,891 3,870

8歳 3,846 3,882 3,966 3,975 3,959 3,883

9歳 4,056 3,880 3,916 4,001 4,010 3,994

10歳 4,095 4,090 3,913 3,949 4,035 4,044

11歳 3,974 4,126 4,121 3,943 3,979 4,066

12歳 3,956 3,966 4,118 4,113 3,935 3,971

13歳 4,053 3,987 3,997 4,151 4,146 3,967

14歳 3,989 4,050 3,984 3,994 4,148 4,143

合計 58,732 58,412 57,922 57,399 56,773 55,905

前年比 － 99.5% 99.2% 99.1% 98.9% 98.5%

0歳～4歳 18,927 18,518 18,078 17,558 17,050 16,504

5歳～9歳 19,738 19,675 19,711 19,691 19,480 19,210

10歳～14歳 20,067 20,219 20,133 20,150 20,243 20,191
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　③需要調査の結果から家庭類型ごとの利用意向率を算出。

　④推計児童数と各家庭類型の割合から家庭類型別児童数を算出。

　　　「推計児童数（人）」×「潜在家庭類型（割合）」＝「家庭類型別児童数（人）」

　⑤利用意向率と家庭類型別児童から量の見込みを算出。

　　　「家庭類型別児童数（人）」×「利用意向率（割合）」＝「量の見込み（人）」

＜例＞保育所（Ｈ27年度の下限時間64時間の算出式）　※0歳のみ＜例＞保育所（Ｈ27年度の下限時間64時間の算出式）　※0歳のみ＜例＞保育所（Ｈ27年度の下限時間64時間の算出式）　※0歳のみ＜例＞保育所（Ｈ27年度の下限時間64時間の算出式）　※0歳のみ

０歳家庭のみ（推計児童数は上記①の平成27年０歳欄）

＜家族類型別児童数の算出＞

a:推計児童数（人） b:潜在家族類型（割合） c:家族類型別児童数

タイプＡ ひとり親 × 0.025 = 80

タイプＢ フルタイム×フルタイム × 0.380 = 1,224

タイプＣ
フルタイム×パートタイム (月120時間以上＋下限時間～120時間の一部） × 0.092 = 295

タイプＥ パート×パート(双方月120時間以上＋下限時間～120時間の一部） × 0.003 = 10

＜ニーズ量の算出＞

c:家族類型別児童数 d:利用意向率（割合） e:ニーズ量（人）

タイプＡ ひとり親 80 × 0.750 = 60

タイプＢ フルタイム×フルタイム 1,224 × 0.882 = 1,080

タイプＣ
フルタイム×パートタイム (月120時間以上＋下限時間～120時間の一部） 295 × 0.932 = 275

タイプＥ パート×パート(双方月120時間以上＋下限時間～120時間の一部） 10 × 0.500 = 5

1,420

3,218

現状の家庭類型現状の家庭類型現状の家庭類型現状の家庭類型

タイプA タイプB タイプC タイプC' タイプD タイプE タイプE' タイプF

0歳～就学前 4.3% 24.9% 7.2% 7.8% 55.4% 0.1% 0.0% 0.2%

0歳 2.5% 33.9% 5.6% 2.5% 55.1% 0.3% - 0.2%

1・2歳 3.6% 26.3% 7.4% 5.5% 57.0% - - 0.1%

3歳以上 6.0% 18.8% 8.1% 12.4% 54.4% 0.1% 0.1% 0.2%

潜在的な家庭類型＜下限時間64時間＞潜在的な家庭類型＜下限時間64時間＞潜在的な家庭類型＜下限時間64時間＞潜在的な家庭類型＜下限時間64時間＞

タイプA タイプB タイプC タイプC' タイプD タイプE タイプE' タイプF

0歳～就学前 4.3% 27.9% 8.9% 12.3% 46.2% 0.1% 0.0% 0.2%

0歳 2.5% 38.0% 9.2% 5.1% 44.7% 0.3% - 0.2%

1・2歳 3.6% 30.4% 9.6% 8.1% 48.1% - - 0.1%

3歳以上 6.0% 20.4% 8.4% 19.2% 45.7% 0.1% 0.1% 0.2%

潜在的家庭類型とは･･･母親の今後の就労意向により、分類される家庭類型。

※母親の就労意向により、現在の家庭類型から該当する家庭類型へ移動させる。

＜例＞

・母親が無業からフルタイムへの意向がある場合（父：フルタイム）

→現在のタイプＤから除き、タイプBへ加える。
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■ 保育（認定こども園及び保育所＋地域型保育）■ 保育（認定こども園及び保育所＋地域型保育）■ 保育（認定こども園及び保育所＋地域型保育）■ 保育（認定こども園及び保育所＋地域型保育）

　　＜調査票：問26／報告書：Ｐ57～Ｐ72＞　　＜調査票：問26／報告書：Ｐ57～Ｐ72＞　　＜調査票：問26／報告書：Ｐ57～Ｐ72＞　　＜調査票：問26／報告書：Ｐ57～Ｐ72＞

　　　地域型保育事業とは、小規模保育・家庭的保育・居宅訪問型保育・事業所内保育のこと。

下限時間 年齢 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

0歳 1,420 1,350 1,333 1,312 1,293

1･2歳 2,529 2,462 2,386 2,317 2,282

3歳以上 2,792 2,732 2,659 2,595 2,515

6,741 6,544 6,378 6,224 6,090

　　◆住民基本台帳からの人口推計を使用

下限時間 年齢 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

0歳 1,508 1,463 1,420 1,381 1,344

1･2歳 2,779 2,700 2,599 2,522 2,450

3歳以上 3,019 2,967 2,921 2,838 2,755

7,306 7,130 6,940 6,741 6,549

　　◇補正後の量の見込み

下限時間 年齢 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

0歳 662 662 662 662 662

1･2歳 2,779 2,779 2,779 2,779 2,779

3歳以上 3,441 3,441 3,441 3,441 3,441

6,882 6,882 6,882 6,882 6,882

　【参考】H26.4.1　入所人数（市内在住）　【参考】H26.4.1　入所人数（市内在住）　【参考】H26.4.1　入所人数（市内在住）　【参考】H26.4.1　入所人数（市内在住） （単位：人）

０歳児 1・2歳児 ３歳児以上 合計

0 0 0 0

386 1,538 2,934 4,858

24 166 89 279

14 163 55 232

0 0 0 0

0 13 0 13

0 0 0 0

424 1,880 3,078 5,382

認定保育施設（８か所）

藤沢型認定保育施設（10か所）

小規模保育施設

家庭的保育（３か所）

居宅訪問型保育

計

認可保育所（47園）

64時間

計

64時間

計

64時間

計

認定こども園

※補正の考え方

＜０歳＞

→補正補正補正補正。。。。

需要調査で「産休、育休、介護休業中」と回答した者を除き、算出。

＜１・２歳＞

→補正補正補正補正なしなしなしなし。。。。

育児休業給付金は、子どもが１歳６ヶ月までが支給対象者となるため、「育休取得中」を除かない。

＜３歳以上＞

→補正補正補正補正。。。。

0歳、１・２歳の量の見込みを合計した。

3



資料４－３

■ 幼稚園＜調査票：問26／報告書：Ｐ57～Ｐ72＞■ 幼稚園＜調査票：問26／報告書：Ｐ57～Ｐ72＞■ 幼稚園＜調査票：問26／報告書：Ｐ57～Ｐ72＞■ 幼稚園＜調査票：問26／報告書：Ｐ57～Ｐ72＞ （単位：人）

下限時間 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

64時間 6,141 6,007 5,848 5,705 5,531

　　◆住民基本台帳からの人口推計を使用

下限時間 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

64時間 6,641 6,525 6,424 6,243 6,060

　【参考】Ｈ26.5.1　【参考】Ｈ26.5.1　【参考】Ｈ26.5.1　【参考】Ｈ26.5.1 （単位：人）

市内園児数

6,414

■ 時間外保育事業（延長保育）＜調査票：問26／報告書：Ｐ57～Ｐ72＞■ 時間外保育事業（延長保育）＜調査票：問26／報告書：Ｐ57～Ｐ72＞■ 時間外保育事業（延長保育）＜調査票：問26／報告書：Ｐ57～Ｐ72＞■ 時間外保育事業（延長保育）＜調査票：問26／報告書：Ｐ57～Ｐ72＞ （単位：人）

下限時間 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

64時間 5,430 5,281 5,144 5,019 4,903

　　◆住民基本台帳からの人口推計を使用

下限時間 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

64時間 5,887 5,887 5,887 5,887 5,887

　【参考】H25年度実績　【参考】H25年度実績　【参考】H25年度実績　【参考】H25年度実績

人数

2,287

幼稚園（35園）

時間外保育（延長保育）

※補正の考え方

補正補正補正補正なしなしなしなし。。。。

※補正の考え方

補正補正補正補正なしなしなしなし。。。。

（現在の認可保育所延長保育利用可能人数が5,082人、他認定保育施設等でも延長保育

対応可能なため、補正の必要なし）

4



資料４－３

■ 幼稚園における在園児を対象とした一時預かり■ 幼稚園における在園児を対象とした一時預かり■ 幼稚園における在園児を対象とした一時預かり■ 幼稚園における在園児を対象とした一時預かり

　  ＜調査票：問22・問26・問42・問44／報告書：Ｐ38～Ｐ51・Ｐ57～Ｐ72・Ｐ99～Ｐ100　  ＜調査票：問22・問26・問42・問44／報告書：Ｐ38～Ｐ51・Ｐ57～Ｐ72・Ｐ99～Ｐ100　  ＜調査票：問22・問26・問42・問44／報告書：Ｐ38～Ｐ51・Ｐ57～Ｐ72・Ｐ99～Ｐ100　  ＜調査票：問22・問26・問42・問44／報告書：Ｐ38～Ｐ51・Ｐ57～Ｐ72・Ｐ99～Ｐ100

　　・Ｐ102～Ｐ104＞　　・Ｐ102～Ｐ104＞　　・Ｐ102～Ｐ104＞　　・Ｐ102～Ｐ104＞ （単位：人日）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

197,424 193,140 188,013 183,436 177,815

　　◆住民基本台帳からの人口推計を使用

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

213,481 209,764 206,542 200,682 194,805

　　◇補正後の量の見込み

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

57,112 56,788 57,627 55,392 53,967

　【参考】Ｈ25年度実績　【参考】Ｈ25年度実績　【参考】Ｈ25年度実績　【参考】Ｈ25年度実績

利用延べ人数

54,059

■ 不定期の保育事業や一時預かり等（幼稚園における在園児を対象とした一時預かり　以外）■ 不定期の保育事業や一時預かり等（幼稚園における在園児を対象とした一時預かり　以外）■ 不定期の保育事業や一時預かり等（幼稚園における在園児を対象とした一時預かり　以外）■ 不定期の保育事業や一時預かり等（幼稚園における在園児を対象とした一時預かり　以外）

　　＜調査票：問44／報告書：Ｐ102～Ｐ104＞　　＜調査票：問44／報告書：Ｐ102～Ｐ104＞　　＜調査票：問44／報告書：Ｐ102～Ｐ104＞　　＜調査票：問44／報告書：Ｐ102～Ｐ104＞ （単位：人日）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

144,528 140,314 136,689 133,344 130,539

　　◆住民基本台帳からの人口推計を使用

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

156,824 152,960 148,777 144,487 140,363

　　◇補正後の量の見込み

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

68,220 68,220 68,220 68,220 68,220

　【参考】Ｈ25年度実績　【参考】Ｈ25年度実績　【参考】Ｈ25年度実績　【参考】Ｈ25年度実績

利用延べ人数 利用延べ人数

26,018 116

9,675 203

不明 不明

36,012

認可外保育施設 ベビーシッター

計

ファミリー･サポート・センター事業 トワイライトステイ（2か所）

幼稚園における預かり保育

一時預かり（保育所） ショートステイ（1か所）

※補正の考え方

補正補正補正補正。。。。

国の手引きによる2号認定者の利用量算出について実情の利用実績にそぐわないため、

1号認定による利用者の算出のみに変更。

※補正の考え方

補正補正補正補正。。。。

①認可保育所（一時預かり除く）の在園者または利用希望者を除外

②将来の利用希望はあるが、「特に必要がない」ため今のところ利用していない場合を除外

③「不定期の就労」以外での利用希望者の利用希望日数の上限を48日として日数を補正

5



資料４－３

■ 病児・病後児保育事業、ファミリー・サポート・センター事業（病児・病後児利用）■ 病児・病後児保育事業、ファミリー・サポート・センター事業（病児・病後児利用）■ 病児・病後児保育事業、ファミリー・サポート・センター事業（病児・病後児利用）■ 病児・病後児保育事業、ファミリー・サポート・センター事業（病児・病後児利用）

　　＜調査票：問35・問36・問３７／報告書：Ｐ90～Ｐ94＞　　＜調査票：問35・問36・問３７／報告書：Ｐ90～Ｐ94＞　　＜調査票：問35・問36・問３７／報告書：Ｐ90～Ｐ94＞　　＜調査票：問35・問36・問３７／報告書：Ｐ90～Ｐ94＞ （単位：人日）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

26,418 25,693 25,027 24,416 23,852

　　◆住民基本台帳からの人口推計を使用

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

28,640 27,981 27,291 26,509 25,749

　　◇補正後の量の見込み

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

4,995 4,995 4,995 4,995 4,995

　【参考】Ｈ25年度実績　【参考】Ｈ25年度実績　【参考】Ｈ25年度実績　【参考】Ｈ25年度実績

利用延べ人数

1,055 ※希望する事業形態は、

｢小児科や医療機関に併設した施設で子どもを保育する事業｣が80.1％

｢幼稚園・保育所等に併設した施設で子どもを保育する事業｣が62.3％

不明 ｢ファミリー・サポート・センター事業等｣が20.6％

1,218 となっている。

ベビーシッター

計

病後児保育事業（３か所）

ファミリー･サポート・センター事業

163

（病児・病後児利用）

※補正の考え方

補正補正補正補正。。。。

実際に、病児・病後児保育、ファミリーサポートセンターを利用した、または子どもだけで

留守番させたと回答者のみで算出。また利用希望日数について、「実際に父母が休んだ

日数」を上限として日数を補正。

6



資料４－３

■ 地域子育て支援拠点事業■ 地域子育て支援拠点事業■ 地域子育て支援拠点事業■ 地域子育て支援拠点事業

　　＜調査票：問28・問29／報告書：Ｐ76～Ｐ79＞　　＜調査票：問28・問29／報告書：Ｐ76～Ｐ79＞　　＜調査票：問28・問29／報告書：Ｐ76～Ｐ79＞　　＜調査票：問28・問29／報告書：Ｐ76～Ｐ79＞ （単位：人回）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

236,976 228,996 223,200 217,740 214,500

　　◆住民基本台帳からの人口推計を使用

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

257,604 250,128 241,428 234,420 227,868

　　◇補正後の量の見込み

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

52,428 63,641 65,222 66,853 68,537

　【参考】Ｈ25年度実績　【参考】Ｈ25年度実績　【参考】Ｈ25年度実績　【参考】Ｈ25年度実績

■ 子育て短期支援事業（ショートステイ）■ 子育て短期支援事業（ショートステイ）■ 子育て短期支援事業（ショートステイ）■ 子育て短期支援事業（ショートステイ）

  　＜調査票：問46／報告書：Ｐ106～Ｐ108＞  　＜調査票：問46／報告書：Ｐ106～Ｐ108＞  　＜調査票：問46／報告書：Ｐ106～Ｐ108＞  　＜調査票：問46／報告書：Ｐ106～Ｐ108＞ （単位：人日）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

1,027 999 973 949 927

　　◆住民基本台帳からの人口推計を使用

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

1,113 1,087 1,061 1,030 1,001

　【参考】Ｈ25年度実績　【参考】Ｈ25年度実績　【参考】Ｈ25年度実績　【参考】Ｈ25年度実績

利用延べ人数

116

巡回子育てひろば（6か所） 3,953人（1,824組）

子育てふれあいコーナー

「あいあい（21か所）」

「きらきらぼし」

3,658人

※量の見込みは地域子育て拠点を利用する０歳から２歳の

人数となっているため、実績の組数との比較となる。

ショートステイ（1か所）

利用延べ人数

子育て支援センター（3か所） 60,009人（27,621組）

つどいの広場（4か所） 21,336人（9,726組）

※補正の考え方

補正補正補正補正。。。。

国の手引きでは、０歳から２歳の全ての家庭類型が対象となっており、保育所利用者も算出に

入っていることから実績と大きな乖離がある。

子育て支援センターと、つどいの広場等の実績の伸び率から算出。

（平成28年度から子育て支援センターが１か所増えるため、平成28年度から増となっている）

※補正の考え方

補正補正補正補正なしなしなしなし。。。。
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資料４－３

■ 放課後児童健全育成事業（児童クラブ）■ 放課後児童健全育成事業（児童クラブ）■ 放課後児童健全育成事業（児童クラブ）■ 放課後児童健全育成事業（児童クラブ）

　  ＜調査票：問48・問49／報告書：Ｐ110～Ｐ113＞　  ＜調査票：問48・問49／報告書：Ｐ110～Ｐ113＞　  ＜調査票：問48・問49／報告書：Ｐ110～Ｐ113＞　  ＜調査票：問48・問49／報告書：Ｐ110～Ｐ113＞ （単位：人）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

低学年(1～3年) 2,941 2,908 2,893 2,872 2,813

高学年(4～6年) 1,996 1,985 1,986 1,982 1,961

計 4,937 4,893 4,879 4,854 4,774

　　◆住民基本台帳からの人口推計を使用

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

低学年(1～3年) 3,119 3,139 3,117 3,087 3,034

高学年(4～6年) 2,131 2,105 2,095 2,118 2,132

計 5,250 5,244 5,212 5,205 5,166

　　◇補正後の量の見込み

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

低学年(1～4年) 2,878 2,878 2,878 2,878 2,878

高学年(5～6年) 772 772 772 772 772

計 3,650 3,650 3,650 3,650 3,650

　【参考】Ｈ26.4.1　【参考】Ｈ26.4.1　【参考】Ｈ26.4.1　【参考】Ｈ26.4.1 （単位：人）

定員

3,018児童クラブ

※補正の考え方

補正補正補正補正。。。。

小学校１～４年生の保護者を対象に行った放課後児童クラブに関するニーズ調査の結果を踏ま

え、教育委員会が発表している児童数推計を基に量の見込みを算出した。

8



資料４－３

■ ファミリー･サポート･センター事業（就学児）■ ファミリー･サポート･センター事業（就学児）■ ファミリー･サポート･センター事業（就学児）■ ファミリー･サポート･センター事業（就学児）

　  ＜調査票：問48・問49／報告書：Ｐ110～Ｐ113＞　  ＜調査票：問48・問49／報告書：Ｐ110～Ｐ113＞　  ＜調査票：問48・問49／報告書：Ｐ110～Ｐ113＞　  ＜調査票：問48・問49／報告書：Ｐ110～Ｐ113＞ （単位：人日）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

低学年(１～３年) 8,477 8,383 8,338 8,278 8,107

高学年(４～６年) 2,950 2,933 2,936 2,929 2,898

計 11,427 11,316 11,274 11,207 11,005

　　◆住民基本台帳からの人口推計を使用

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

低学年(１～３年) 8,990 9,049 8,985 8,898 8,743

高学年(４～６年) 3,149 3,111 3,097 3,131 3,152

計 12,139 12,160 12,082 12,029 11,895

　　◇補正後の量の見込み

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

低学年(１～３年) 3,263 3,227 3,210 3,187 3,121

高学年(４～６年) 1,135 1,129 1,130 1,127 1,115

計 4,398 4,356 4,340 4,314 4,236

　【参考】H25年度実績　【参考】H25年度実績　【参考】H25年度実績　【参考】H25年度実績

利用延べ人数

3,079
ファミリー･サポート･センター事業（就学児）

※補正の考え方

補正補正補正補正。。。。

需要調査では一週当たりの量の見込みが算出されるため、「利用意向日数×５２週」としている

が、一人当たりの利用回数実績から「利用意向日数×２０週」としている。

9
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需要調査需要調査需要調査需要調査にににによらずよらずよらずよらず「「「「量量量量のののの見込見込見込見込みみみみ」」」」をををを算出算出算出算出するするするする事業事業事業事業についてについてについてについて    

 

 

事業名 養育支援訪問事業 

事業の概要 家庭における児童の安定した養育の確保のため、支援が特に必要で

あると判断した家庭に対し、保健師等がその居宅に訪問し指導・助

言、育児・家事援助等の専門的支援を行う。 

実施状況 事業内容 

・保健師、保育士等による養育に関する専門的助言、指導 

・育児、家事援助ヘルパーの派遣 

H25 実績 

・支援家庭数：２６世帯 

・訪問回数 ：４９３回 

(専門的助言：137 回、育児家事援助：356 回) 

量の見込み（案）  

H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 

６６０ 

回 

６６０ 

回 

６６０ 

回 

６６０ 

回 

６６０ 

回 
 

算出方法 ・年度ごとに事業の実績にばらつきがあるため、実績の最大値を 

見込にする。 

・人口推計では児童数が減少するが、児童虐待件数が増加してい 

るため各年度同数とする。 

 

 ■国の基本指針における参酌標準 

  児童福祉法に規定する要支援児童及び特定妊婦並びに要保護

児童の数等を勘案して、計画期間内における適切と考えられる目

標事業量を設定する。 
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需要調査需要調査需要調査需要調査にににによらずよらずよらずよらず「「「「量量量量のののの見込見込見込見込みみみみ」」」」をををを算出算出算出算出するするするする事業事業事業事業についてについてについてについて    

    

    

事業名 乳児家庭全戸訪問事業 

事業の概要 
産後４か月までの乳児がいる全ての家庭を訪問し、子育て支援に関

する情報提供や養育環境等の把握を行う。 

実施状況  

年度   対象者数     実施数       実施率 

Ｈ２３ ３，６８８人   ３，８６９人   １０４．９％ 

Ｈ２４ ３，６６６人   ３，６１６人    ９８．６％ 

Ｈ２５ ３，６５１人   ３，７１５人   １０１．８％ 

 

量の見込み（案）  

H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 

３，６００

人 

３，５００

人 

３，４００

人 

３，３００

人 

３，２００

人 
 

算出方法 出生数に対する対象者比率や平均実施率を勘案し、量の見込み（訪

問実施数）を推計した。 

 

 

 ■国の基本指針における参酌標準 

  出生数等を勘案して、計画期間内における適切と考えられる目

標事業量を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



12 
 

需要調査需要調査需要調査需要調査にににによらずよらずよらずよらず「「「「量量量量のののの見込見込見込見込みみみみ」」」」をををを算出算出算出算出するするするする事業事業事業事業についてについてについてについて    

 

事業名 妊婦健康診査 

事業の概要 妊婦の健康管理の充実及び経済的負担の軽減を図り、安心安全な妊

娠、出産を迎えられるよう、国が示している望ましい受診回数 14

回及び標準的な健診項目等について、補助券方式による健診費用の

一部公費負担を実施している。 

【補助内容】 

 補助回数…最大 14 回（総額 75,000 円を上限） 

1 回目…10,000 円（医療機関専用） 

 2～14 回目…5,000 円（助産所で受診する場合は 4,000 円） 

※里帰り出産等で補助券が使用できなかった場合、償還払いを実施 

実施状況  

 妊娠届出数 受診回数 受診率 

H23 年度 3,843 件 45,273 回 84.1％ 

H24 年度 3,959 件 45,425 回 82.0％ 

H25 年度 3,784 件 44,643 回 84.3％ 
 

量の見込み（案）  

 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 

妊娠届出数 3,800 件 3,700 件 3,600 件 3,500 件 3,400 件 

受診回数 45,000 回 44,000 回 43,000 回 42,000 回 41,000 回 
 

算出方法 出生数に対する妊娠届出比率や平均受診回数を勘案し、量の見込み

（受診回数）を推計した。 

 

 ■国の基本指針における参酌標準 

  母子保健法に規定する望ましい基準及び各年度の同法に規定

する妊娠の届出件数を勘案して、計画期間内における適切と考え

られる目標事業量を設定する。 
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需要調査需要調査需要調査需要調査にににによらずよらずよらずよらず「「「「量量量量のののの見込見込見込見込みみみみ」」」」をををを算出算出算出算出するするするする事業事業事業事業についてについてについてについて    

 

 

事業名 利用者支援事業 

事業の概要 子ども又は保護者の身近な場所で、教育・保育施設や地域の子育て

支援事業等の情報提供及び相談・助言等を行い、適切な事業を選択

できるよう支援する事業。 

実施状況 平成２６年度から保育課に専任の職員（コンシェルジュ）を３名配

置し必要な相談、助言等を実施。 

 

量の見込み（案）  

H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 

１ヶ所 ３ヶ所 ３ヶ所 ３ヶ所 ３ヶ所 
 

算出方法 現在の実施状況を精査し、平成 28 年度から支援センター２ヶ所（辻

堂・六会）での実施を見込み増とする。 

 

 ■国の基本指針における参酌標準 

  子ども又は子どもの保護者の身近な場所で必要な支援を受け

られるよう、地域の実情、関係機関との連携の体制の確保等に配

慮しつつ、計画期間内における適切と考えられる目標事業量を設

定すること。 

 


